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2022年度　大阪公立大学大学院経済学研究科博士前期課程

入　学　試　験　問　題

専門科目　政治経済学 (90分)



政治経済学 
 
以下のすべての問いに答えなさい。 
 
〔1〕カール・マルクス著『資本論』第一巻第一章の議論を踏まえて、以下のすべての

問いに答えなさい。 
１－１ 資本主義的生産様式が支配的である社会の富は、商品の巨大な集まりとしてあ

らわれる、とマルクスは述べている。商品から始めることによって問題を提起しようと

するマルクスの狙いについて、論じなさい。 
 
１－２ 商品の「使用価値」と「価値」について説明しなさい。 
 
１－３ マルクスの労働価値説について説明しなさい。 
 
 
 
〔2〕カール・マルクス著『資本論』第一巻の議論を踏まえて、以下のすべての問いに

答えなさい。 
２－１ 不変資本と可変資本について説明しなさい。 
 
２－２ 資本主義的生産様式においてイノベーションを生じさせる原因を、マルクスは

どう説明していますか。イノベーションの波及効果はどのような過程で進み、どういっ

たメリットやデメリットを社会全体に生じさせますか。これらの点について論述しなさ

い。この問題への解答は、マルクス自身の説明内容に厳密でなくても構いません。 
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ミクロ経済学 

 
以下の [1]と[2]の全ての問いに答えなさい。 
 
[1]すべての企業の費用関数が 
 
     C = 5･X2＋180 
 

  (C：１企業の費用、X：１企業の生産量) 
 
で示される。市場需要関数は 
 
    D = 228－2･P 
 
            (D：需要量、P：価格) 
 
で示される。長期均衡における企業数を答えなさい。 
 
 
 
[2] 企業１と企業２の製品において製品差別化が行われており、企業１の製品に対する

市場需要関数は 
 

x1 ＝ 125－5･p1＋2･p2 
 
企業２の製品に対する市場需要関数は 
 

x2 ＝ 200－10･p2＋5･p1 
 
(x1：企業１の製品に対する需要量、x2：企業２の製品に対する需要量、 
 p1：企業１の製品価格、p2：企業２の製品価格) 
 
で示される。企業１の費用関数は 
 

C1 ＝ 5･x1 
 

(C1：企業１の費用、x1：企業１の生産量) 
 
企業２の費用関数は 
 

C2 ＝ 20･x2 
 

(C2：企業２の費用、x2：企業２の生産量) 
 
で示される。企業１と企業２はベルトラン競争を行っているとする。 
 
(a) 企業１の最適反応関数を答えなさい。 
(b) 企業２の最適反応関数を答えなさい。 
(c) ベルトラン均衡における企業１の製品価格と企業２の製品価格を答えなさい。 
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マクロ経済学 

以下の全ての問に答えよ。 

問 1 
1 人の家計、1 つの企業、政府から成る経済を考える。経済には財が 1 種類存在し、その財
は労働を投入することで生産される。生産関数は次のように表される。 

𝑌𝑌 = 𝐹𝐹(𝐿𝐿) = 𝐴𝐴𝐴𝐴,  𝐴𝐴 > 0

ただし、𝐿𝐿は労働投入量、𝑌𝑌は財の生産量（GDP）、𝐴𝐴は定数である。市場は全て完全競争的
であるものとする。財の価格を 1 に基準化し、労働 1 単位当たり賃金を𝑊𝑊で表す。政府は
家計に対して一括税を課し、その税収を財源として政府支出を行う。政府の予算制約は次の
ように表される。 

𝑇𝑇 = 𝐺𝐺

ただし、𝑇𝑇は一括税、𝐺𝐺は政府支出であり、𝐺𝐺 < 𝐴𝐴とする。家計は財の消費と余暇から効用を
得て、効用関数は次のように表される。 

𝑈𝑈(𝐶𝐶,𝐻𝐻) = log𝐶𝐶 + log𝐻𝐻

ただし、𝐶𝐶は財の消費量、𝐻𝐻は余暇の時間である。家計には 1 単位の利用可能な時間が与え
られており、家計は利用可能時間を余暇と労働供給に割り振る。また、家計は税引き後所得
を用いて財を購入・消費する。家計の予算制約は次のように表される。 

𝐶𝐶 = 𝑊𝑊(1−𝐻𝐻)− 𝑇𝑇

(a) 企業の利潤最大化問題を解くことで、労働需要関数（正確には労働需要対応）を求めよ。
(b) 家計の効用最大化問題を解くことで、消費関数、余暇関数、労働供給関数を全て求めよ。
(c) 財政政策によって政府支出が増加すると、均衡での財の生産量（GDP）は増加するが、

家計の効用水準は低下することを示せ。
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問 2 
閉鎖経済でのソロー・スワン型経済成長モデルを考える。時間は離散的であり、第 0 期から
始まる。最終財は資本と労働を投入することで生産され、その生産技術は生産関数 

𝑌𝑌𝑡𝑡 = 𝐹𝐹(𝐾𝐾𝑡𝑡 ,𝐿𝐿𝑡𝑡) = 𝐴𝐴𝐾𝐾𝑡𝑡 + 𝐵𝐵𝐾𝐾𝑡𝑡α𝐿𝐿𝑡𝑡1−α,  𝐴𝐴 > 0,  𝐵𝐵 > 0,  0 < α < 1

で表される。ただし、𝑌𝑌𝑡𝑡は第𝑡𝑡期の最終財生産量 (GDP)、𝐾𝐾𝑡𝑡は資本投入量、𝐿𝐿𝑡𝑡は労働投入量、
𝐴𝐴、𝐵𝐵、αは定数である。家計は毎期労働を非弾力的に 1 単位供給する。このとき、第𝑡𝑡期の
労働投入量は第𝑡𝑡期の人口に一致する。𝑌𝑌𝑡𝑡 = 𝐴𝐴𝐾𝐾𝑡𝑡 + 𝐵𝐵𝐾𝐾𝑡𝑡α𝐿𝐿𝑡𝑡1−αの両辺を𝐿𝐿で割ると 

𝑌𝑌𝑡𝑡
𝐿𝐿𝑡𝑡

= 𝐴𝐴
𝐾𝐾𝑡𝑡
𝐿𝐿𝑡𝑡

+ 𝐵𝐵 �
𝐾𝐾𝑡𝑡
𝐿𝐿𝑡𝑡
�
α

となるから、集約的生産関数は次のように表される。 
𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝑓𝑓(𝑘𝑘𝑡𝑡) = 𝐴𝐴𝑘𝑘𝑡𝑡 + 𝐵𝐵𝑘𝑘𝑡𝑡α 

ただし、𝑦𝑦𝑡𝑡 ≡ 𝑌𝑌𝑡𝑡/𝐿𝐿𝑡𝑡は第𝑡𝑡期の 1 人当たり最終財生産量（1 人当たり GDP）、𝑘𝑘𝑡𝑡 ≡ 𝐾𝐾𝑡𝑡/𝐿𝐿𝑡𝑡は 1
人当たり資本である。家計は所得のうち𝑠𝑠の割合を貯蓄する (貯蓄率は𝑠𝑠)。人口成長率を𝑛𝑛、
資本減耗率をδで表し、𝑛𝑛 + δ > 0が満たされるものとする。また、初期時点での 1人当たり
資本 (𝑘𝑘0) は正の値をとるものとする。 

(a) 1 人当たり資本 (𝑘𝑘𝑡𝑡) の時間的変化を表す差分方程式（ソロー・スワンモデルの基本方
程式）を導出せよ。

(b) 1 人当たり資本 (𝑘𝑘𝑡𝑡) は時間とともにどのように推移していくか。𝑠𝑠𝑠𝑠 < 𝑛𝑛 + δのケース
と𝑠𝑠𝑠𝑠 ≥ 𝑛𝑛 + δのケースで場合分けして議論せよ。ここで、集約的生産関数に関して

lim
𝑘𝑘→∞

𝑓𝑓′(𝑘𝑘) = lim
𝑘𝑘→∞

(𝐴𝐴 + 𝛼𝛼𝛼𝛼𝑘𝑘𝛼𝛼−1) = 𝐴𝐴 

が成り立つことに留意せよ。 
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計量経済学 

[１]と[２]のすべての問題に答えよ。

[1] 標本内の観測値は、A グループ、B グループ、C グループに分かれてい

る。以下のようにダミー変数𝐷𝐴𝑖 , 𝐷𝐵𝑖 , 𝐷𝐶𝑖を定義する。 

𝐷𝐴𝑖 = {
1, 𝑖番目の観測値が𝐴グループに属する

0, 𝑖番目の観測値が𝐴グループに属さない

𝐷𝐵𝑖 = {
1, 𝑖番目の観測値が𝐵グループに属する

0, 𝑖番目の観測値が𝐵グループに属さない

𝐷𝐶𝑖 = {
1, 𝑖番目の観測値が𝐶グループに属する

0, 𝑖番目の観測値が𝐶グループに属さない

回帰モデルは、 

𝑦𝑖 = 𝛼 + 𝛽1𝐷𝐴𝑖 + 𝛽2𝐷𝐵𝑖 + 𝛽3𝑥𝑖 + 𝑢𝑖 （式 1－1） 

で、誤差項は𝑢𝑖（𝐸[𝑢𝑖] = 0, 𝑉𝑎𝑟[𝑢𝑖] = 𝜎2）である。

ただし、𝐸[∙]は∙の期待値、𝑉𝑎𝑟[∙]は∙の分散を示す。 

（１）𝛼の値は何の推定値かを答えよ。

（２）𝛽1の値は何の推定値かを答えよ。

（３）回帰式𝑦𝑖 = 𝛼 + 𝛽𝑥𝑖の A グループでの切片（定数項）の値と他のグル

ープでの切片（定数項）の値との比較を行いたいが、これを一本の回

帰モデルを推定することですませたい。この要求を満たす回帰モデル

を答えよ。

（４）式 1－1 に加えて、説明変数𝑥𝑖の係数、すなわち、傾きも A グループ、

B グループ、C グループで異なる回帰モデルを考えたい。もちろん、

一本の回帰モデルを推定することですますのが条件である。この要求

を満たすためにはどのような回帰モデルを立てればよいか答えよ。
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（５）（４）のモデルと以下の回帰モデルを観測値が属するグループごとに

立てて推定するのとは何が違うか答えよ。 

A グループに属する観測値にたいしては、𝑦𝑖 = 𝛼𝐴 + 𝛽𝐴𝑥𝑖 + 𝑢𝐴𝑖 

(𝑢𝐴𝑖は誤差項で𝐸[𝑢𝐴𝑖] = 0） 

B グループに属する観測値にたいしては、𝑦𝑖 = 𝛼𝐵 + 𝛽𝐵𝑥𝑖 + 𝑢𝐵𝑖 

(𝑢𝐵𝑖は誤差項で𝐸[𝑢𝐵𝑖] = 0） 

C グループに属する観測値にたいしては、𝑦𝑖 = 𝛼𝐶 + 𝛽𝐶𝑥𝑖 + 𝑢𝐶𝑖 

(𝑢𝐶𝑖は誤差項で𝐸[𝑢𝐶𝑖] = 0） 

 

[２] 𝑌𝑖は母平均𝜇、母分散𝜎2の母集団からの無作為標本の𝑖番目の観測値だとす

る（𝑖 = 1,2,⋯ , 𝑛）。以下、𝐸[∙]は∙の期待値、𝑉𝑎𝑟[∙]は∙の分散を示す。 

 

（１）標本平均
1

𝑛
∑ 𝑌𝑖
𝑛
𝑖=1 （𝑌̅と書くことにする）は以下の回帰式の𝜇に関する

最小二乗推定量であることを示せ。 

𝑌𝑖 = 𝜇 + 𝑢𝑖（ただし𝑢𝑖は平均 0、分散𝜎2の誤差項） 

 

（２）𝑌̅の期待値（𝐸[𝑌̅]）と（分布に基づく）分散（𝑉𝑎𝑟[𝑌̅]）を求めよ。 

 

（３）∑ 𝑤𝑖𝑌𝑖
𝑛
𝑖=1 （これを𝑌̅𝑤と書くことにする。ただし、𝑤𝑖は確率変動しない

定数で、𝑤𝑖 ≥ 0とする）の期待値（𝐸[𝑌̅𝑤]）と（分布に基づく）分散

（𝑉𝑎𝑟[𝑌̅𝑤]）を求めよ。 

 

（４）𝑌̅𝑤の期待値（𝐸[𝑌̅𝑤]）が母平均𝜇と等しい必要十分条件を示せ。 

 

（５）𝑌̅𝑤の（分布に基づく）分散（𝑉𝑎𝑟[𝑌̅𝑤]）を計算せよ。 

 

（６）（５）で求めた𝑉𝑎𝑟[𝑌̅𝑤]を（４）の条件の制約下で最小化し、そのとき

の𝑤𝑖を求めよ。 
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専門科目　経済史 (90分)



経済史 

 
以下の 2問から 1 問を選んで解答しなさい（どちらを選んだか明記するように）。 
 

1. 維新期から戦前に至るまでの日本の貨幣政策と金融政策を、世界経済の動向を踏ま
えながら、時系列に沿って整理してください。 

 
2. 20 世紀後半、日本または中国の農業問題と農業政策を説明してください。 

 
可能な限り詳細な叙述が望ましい。ただし、各時期の状況を必ずしも同じ程度の分量で解

答する必要はない。歴史的な推移を概説したうえで、ある時期の状況に焦点を絞って詳細に
叙述する形でも構わない。 
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2022年度　大阪公立大学大学院経済学研究科博士前期課程

入　学　試　験　問　題

専門科目　経済政策 (90分)



経済政策 

下の図表１および図表２は、日本の所得再分配の状況について示したものである。それに関連して、以下

のすべての問いに答えなさい。 

図表１ 所得再分配によるジニ係数の改善と社会保障の拠出・受給額（2017 年・年齢階級別） 

図表 2 税と社会保障による改善度の推移 

資料：厚生労働省政策統括官付政策立案・評価担当参事官室「平成 29 年所得再分配調査」 
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問 1 図表の「改善度」とは、「当初所得のジニ係数から再分配所得のジニ係数を差し引いたものを、当

初所得のジニ係数で除したもの」と定義づけられる。これをもとに、図表 1 の（A）～（E）の数値を計

算して求めなさい。なお、小数点第 2位を四捨五入すること。 

問 2 図表 1の社会保障の拠出・受給額（年齢階級別）と図表 2 の社会保障によるジニ係数の改善度から

読み取れる傾向や特徴を答えなさい。 

問 3 問 2 で読み取れた状況の何が問題だと思いますか。また、その問題を解決するための方法を一つ具

体的に示しなさい。 
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